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はじめに

『SunN1 SystemManager 1.3サイト計画の手引き』では、要件、ネットワークとハード
ウェアの接続と準備の方法、およびオペレーティングシステムと SunN1TM SystemManager
システムをインストールし、設定する手順を示します。

対象読者
このマニュアルは、N1 SystemManagerソフトウェアのインストール作業で、ハード
ウェアとネットワークを準備するシステム管理者を対象としています。システム管理者
は、次の分野の知識と経験が必要です。

� SolarisTM、Linux、Windowsのオペレーティングシステム、および各オペレーティング
システムに付属のネットワーク管理ツール

� SunやCiscoなどのベンダーが提供するネットワーク機器やネットワークデバイス
� DNS、DHCP、IPアドレス設定、サブネットワーク、VLAN、SNMP、TFTP、NFS、お
よびメール設定

� ネットワークデバイスの相互接続とケーブル接続

� KickstartTMを使った Linuxのインストール
� JumpStartTMを使った Solarisのインストール
� Microsoft Remote Installation Service (RIS)サーバーのインストール
� SuseAutoYaSTのインストール

内容の紹介
� 第 1章では、N1 SystemManagerシステムの準備作業の概要を示します。
� 第 2章では、N1 SystemManagerを正常にインストールするために必要なハードウェア
とソフトウェアの一覧を示し、またN1 SystemManager管理サーバーを、管理対象の
サーバーや外部の Ethernetスイッチに接続する方法やリファレンスを示します。

� 第 3章では、N1 SystemManagerシステムにOSをインストールして設定する方法を示
します。

� 付録A では、Sun FireTM V20zおよびV40zの管理可能なサーバーをN1 SystemManager
に接続する別の方法の概要と構成図を示します。
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関連マニュアル
このマニュアルは、9部ある実装関連のマニュアルセットの一部です。マニュアルは、次
の順序でお読みください。

� 『SunN1 SystemManager 1.3ご使用にあたって』
� 『SunN1 SystemManager 1.3の概要』
� 『SunN1 SystemManager 1.3サイト計画の手引き』
� 『SunN1 SystemManager 1.3インストールおよび構成ガイド』
� 『SunN1 SystemManager 1.3検出および管理マニュアル』
� 『SunN1 SystemManager 1.3オペレーティングシステムプロビジョニングガイド』
� 『SunN1 SystemManager 1.3コマンド行リファレンスマニュアル』
� 『SunN1 SystemManager 1.3 Grid Engineプロビジョニングおよび監視マニュアル』
� 『SunN1 SystemManager 1.3 Troubleshooting Guide』

マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、以下の追加情報を提供しています。

� マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
� サポート (http://jp.sun.com/support/)
� トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

はじめに
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストがペー
ジ行幅を超える場合に、継続を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コマンド例のシェルプロンプト
以下の表に、Cシェル、Bourneシェル、およびKornシェルのデフォルトのUNIX®システ
ムプロンプト、およびスーパーユーザーのプロンプトを紹介します。

表P–2シェルプロンプト

シェル プロンプト

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

BourneシェルおよびKornシェル $

BourneシェルおよびKornシェルのスーパー
ユーザー

#

はじめに
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サイト準備の概要

この章では、SunN1 SystemManager 1.3システムのインストールおよび設定に必要な、サ
イトの準備を行う際の手順の概要を示します。また、SunN1 SystemManagerソフト
ウェアをはじめてインストールするために、サイトを準備するにあたって、考慮すべき
セキュリティー上の問題について説明します。

注 –N1 SystemManagerの既存のインストールをアップグレードする場合は、サイトの準
備は必要ありません。『SunN1 SystemManager 1.3インストールおよび構成ガイド』の第
3章「SunN1 SystemManagerソフトウェアのアップグレード」の説明にしたがってアップ
グレードしてください。

この節の内容は次のとおりです。

� 13ページの「主な作業」
� 16ページの「セキュリティーに関する注意事項」

主な作業
次の図に、サイトに SunN1 SystemManager 1.3をインストールする準備を行うために必要
な作業の概要を示します。

注 –このマニュアルで、「管理可能なサーバー」は、N1 SystemManagerに検出されてい
ないサーバーを指します。「管理サーバー」は、N1 SystemManagerがインストールされ
ているサーバーを指します。「管理対象サーバー」は、N1 SystemManagerに検出され、
その後N1 SystemManagerに監視/管理されているサーバーを指します。

1第 1 章
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図 1–1サイトの準備作業の流れ

上記の各作業の説明を次の一覧に示します。

� システム要件を決定します。

この作業には、次の処理が必要です。

– SunN1 SystemManagerで使用する機器の一覧を作成します。

– 機器の一覧とシステム要件を比較し、必要な場合は、機器を追加購入します。

主な作業
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– 管理サーバーとして使用するサーバーと、管理サーバーにインストールするオペ
レーティングシステムを決定します。

– N1 SystemManagerを使って監視/管理するサーバーを決定し、その合計数に基づい
て、スイッチ要件を決定します。

参照:
– 17ページの「SunN1 SystemManagerのハードウェアとOSの要件」
– 25ページの「SunN1 SystemManagerの接続情報」
– 27ページの「構成例」
– 40ページの「管理サーバーに関する注意事項」
– 42ページの「スイッチに関する注意事項」

� ネットワークを割り当てます。

この作業には、次の処理が必要です。

– 管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、およびデータネットワーク
の IPアドレス指定スキーマを決定します。

– すべての接続を 1つのスイッチに集約するシングルスイッチ構成と、管理ネット
ワークにスイッチを 1つ使い、データネットワークとプロビジョニングネットワー
クに別のスイッチを使うデュアルスイッチ構成のどちらを採用するか決定しま
す。

– VLAN割り当てを決定します。

参照:
– 27ページの「構成例」
– 40ページの「サイト計画」

� 上記の手順で収集した情報および決定した内容に基づいて、ハードウェアを接続しま
す。

� 管理可能なサーバーを準備します。

この作業には、次の処理が必要です。

– 各管理可能なサーバーの管理ポートに IPアドレスを割り当てます。
– 管理可能なサーバーの管理プロセッサの適切なアカウント資格を設定します。

参照:
– サーバーのハードウェアのマニュアル
– 45ページの「管理可能なサーバーの設定」

� 管理サーバーにオペレーティングシステムをインストールして、設定します。

この作業は、管理可能なサーバーの準備およびRISサーバーの設定と並行して行うこ
とができます。

参照:
– 55ページの「管理サーバーへの Solaris OSのインストール」
– 57ページの「管理サーバーへのRedHat Enterprise LinuxOSのインストール」
– 60ページの「管理サーバーの FTPを有効化」

主な作業
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– 61ページの「/etc/hostsファイルの更新」
– 50ページの「Windows Remote Installation Serviceサーバーの設定」

セキュリティーに関する注意事項
次の一覧に、N1 SystemManagerを使用するときに覚えておく必要のある一般的なセ
キュリティー上の注意事項を示します。

� N1 SystemManagerのブラウザインタフェースを起動するときに使われる JavaTMWeb
Consoleでは、自己署名付き証明書が使われます。自己署名付き証明書は、クライア
ントやユーザーが適切な信頼レベルで処理する必要があります。

� シリアルコンソール機能のためにブラウザインタフェースで使われる端末エミュレー
タアプレットには、証明書を使った認証機能がありません。また、このアプレットを
使用するには、管理サーバーで SSHv1を有効にする必要があります。証明書を使った
認証を行うか、SSHv1の有効化を避けるには、n1shシェルで connectコマンドを実行
してシリアルコンソール機能を使用します。

� 管理サーバーから管理対象サーバーのプロビジョニングネットワークインタフェース
に接続するときに使用される SSHフィンガープリントは、デフォルトでN1 System
Managerソフトウェアによって自動的に確認されます。このため、管理対象サーバー
が「中間者攻撃」を受けやすくなります。N1 SystemManagerのインストールまたは
アップグレードが完了した後、n1smconfigユーティリティーを実行して、N1 System
Managerが変更済みの SSH鍵および未知の SSH鍵を処理する方法を設定することがで
きます。『SunN1 SystemManager 1.3インストールおよび構成ガイド』の「SSHのホス
トキーが不明だったか、変更されていた場合のポリシーの設定」を参照してくださ
い。

� Sun Fire X4100サーバーと Sun Fire X4200サーバーのWebConsole (Sun ILOMWebGUI)
自動ログイン機能では、「ログイン」ページのWebページソースを表示できるユー
ザーが、サーバーの管理プロセッサ資格を見ることが可能になります。この問題を回
避するには、n1smconfigユーティリティーを実行して自動ログイン機能を無効にしま
す。詳細は、『SunN1 SystemManager 1.3インストールおよび構成ガイド』の「N1
SystemManagerの設定」を参照してください。

セキュリティーに関する注意事項
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SunN1 SystemManagerシステムとネット
ワークの準備

この章では、SunN1 SystemManagerのハードウェアとソフトウェアの要件、構成例、お
よびN1 SystemManagerのコンポーネントを準備する手順を示します。

この章で説明する作業は、次の各節で説明されているように、MicrosoftWindows Remote
Installation Servise (RIS)サーバーの設定、および管理サーバーの準備と並列して行うこと
ができます。

� 50ページの「Windows Remote Installation Serviceサーバーの設定」
� 第 3章「管理サーバーへのOSのインストールと設定」

注 –このあとの各節に従ってすべての管理可能なサーバーの設定が完了するまで、検出を
実行したり、N1 SystemManagerシステムを使用したりしないでください。

次の内容について説明します。

� 17ページの「SunN1 SystemManagerのハードウェアとOSの要件」
� 25ページの「SunN1 SystemManagerの接続情報」
� 27ページの「構成例」
� 40ページの「サイト計画」
� 45ページの「管理可能なサーバーの設定」
� 50ページの「Windows Remote Installation Serviceサーバーの設定」

Sun N1 System ManagerのハードウェアとOSの要件
この節の情報を使用して、N1 SystemManagerシステムを実装するために割り当てる、ま
たは入手する必要があるオペレーティングシステム、ハードウェア、およびストレージ
のリソースを確認できます。

この節の内容は次のとおりです。

� 18ページの「管理サーバーの要件」
� 20ページの「管理可能なサーバーの要件」

2第 2 章
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� 22ページの「管理可能なサーバーのファームウェア要件」
� 24ページの「MicrosoftWindowsイメージサーバーの制約」
� 24ページの「推奨されるスイッチ構成」

管理サーバーの要件
N1 SystemManager管理サーバーのハードウェアとオペレーティングソフトウェアの最小
限の要件を次の表に示します。管理するサーバー数に基づく、具体的な管理サーバーの
サイジング情報については、表 2–9を参照してください。

注意 –N1 SystemManager管理サーバーはN1 SystemManagerソフトウェア専用にします。
管理サーバーにほかのアプリケーションをインストールしないでください。管理サー
バーを、N1 SystemManager、SunManagement Center、Sun Control Station、または他の管
理システムのような他のシステム管理ソフトウェアで管理してはいけません。

表 2–1管理サーバーのディスク容量およびRAM要件

ディスク容量 RAM

72Gバイト以上 (すべての管理サーバー) 4Gバイト以上 (すべての管理サーバー)

表 2–2SPARCの管理サーバーがサポートするハードウェアおよびオペレーティングシステム

タイプ オペレーティングシステム

NetraTM 240、440 Solaris Version 10、64ビット

Solaris Version 10Update 1、64ビット

Sun FireTM T1000およびT2000 Solaris Version 10HW2、64ビット

Solaris Version 10Update 1、64ビット

Sun FireTM V210、V240、V440 Solaris Version 10、64ビット

Solaris Version 10Update 1、64ビット

Sun Fire V490 Solaris Version 10、64ビット

Solaris Version 10Update 1、64ビット

SunN1 SystemManagerのハードウェアとOSの要件
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表 2–3X86およびX64の管理サーバーがサポートするハードウェアおよびオペレーティングシス
テム

タイプ オペレーティングシステム

Sun Fire X2100 Solaris x64 Version 10HW1、64ビット

Solaris x64 Version 10Update 1、64ビット

RedHat Enterprise Linux 3.0ASUpdate 6、32ビットおよび 64
ビット

RedHat Enterprise Linux 4.0ASUpdate 2、32ビットおよび 64
ビット

Sun Fire X4100およびX4200 Solaris x64 Version 10HW1、64ビット

Solaris x64 Version 10Update 1、64ビット

RedHat Enterprise Linux 3.0ASUpdate 5、32ビットおよび 64
ビット

RedHat Enterprise Linux 4.0ASUpdate 1、64ビット

Sun Fire V20zおよびV40z Solaris x64 Version 10HW1、64ビット

Solaris x64 Version 10Update 1、64ビット

RedHat Enterprise Linux 3.0ASUpdates 2～ 4、32ビットおよび
64ビット、シングルコアのみ

RedHat Enterprise Linux 3.0ASUpdate 5、32ビットおよび 64
ビット

RedHat Enterprise Linux 4.0ASUpdate 1、32ビットおよび 64
ビット

プロビジョニングを行うOSディストリビューションごとに 3.0Gバイト以上を割り当て
るようにします。

� Solarisの管理サーバーでは、OSディストリビューションは次の場所に保存されます。

– LinuxのOSディストリビューションは /var/opt/SUNWscs/share/allstart

– SolarisのOSディストリビューションは /var/js

� Linuxの管理サーバーでは、OSディストリビューションは次の場所に保存されます。

– LinuxのOSディストリビューションは /var/opt/sun/scs/share/allstart/

– SolarisのOSディストリビューションは
/var/opt/sun/scs/share/allstart/jumpstart/

SunN1 SystemManagerのハードウェアとOSの要件
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注 –管理サーバーとして選択したサーバーにネットワークインタフェースが 2つしかない
場合は、N1 SystemManagerに第 3の 10/100または 10/100/1000NICを設置することを検討
してください。この第 3のNICは、管理ネットワーク、プロビジョニングネットワー
ク、データネットワークを別々のネットワークインタフェースに割り当てることを可能
にします。これによって管理作業が容易になります。このマニュアルで使用する図や構
成例では、追加のNICが管理サーバーに設置されていると想定しています。

管理可能なサーバーの要件
N1 SystemManagerの管理可能なサーバーのハードウェアとオペレーティングソフト
ウェアの要件を次の表に示します。

表 2–4管理可能なサーバーのディスク容量およびRAM要件

ディスク容量 RAM

12Gバイト以上 (すべての管理可能な
サーバー)

512Mバイト以上、1Gバイトを推奨 (すべての管理可能
なサーバー)

表 2–5SPARCの管理可能なサーバーがサポートするハードウェアおよびオペレーティングシス
テム

タイプ プロビジョニング可能なOS

SunNetra 240および 440 Solaris 10 GA以上

Solaris 9 Update 7およびUpdate 8

Sun Fire V210、V240、およびV440 Solaris 10 GA以上

Solaris 9 Update 7およびUpdate 8

Sun Fire V490 Solaris 9 9/05

Solaris 10 3/05

Sun Fire V890 Solaris 9 9/05

Solaris 10 3/05

Sun Fire T1000およびT2000 Solaris 10HW2以上

SunN1 SystemManagerのハードウェアとOSの要件

SunN1 SystemManager 1.3サイト計画の手引き • 2006年 7月20



表 2–6X86およびX64の管理可能なサーバーがサポートするハードウェアおよびオペレーティン
グシステム

タイプ プロビジョニング可能なOS

Sun Fire V20zおよびV40z Solaris x64 Version 10HW1、64ビット

Solaris x64 Version 10Update 1、64ビット

RedHat Enterprise Linux 3.0WS、ES、およびAS、Updates 1～
4、32ビットおよび 64ビット、シングルコアのみ

RedHat Enterprise Linux 3.0WS、ES、およびAS、Updates 5～
6、32ビットおよび 64ビット

RedHat Enterprise Linux 4.0WS、ES、およびAS、32ビット、
シングルコアのみ

RedHat Enterprise Linux 4.0WS、ES、およびAS、Update 1、32
ビットおよび 64ビット

SUSE Linux Enterprise Server 9 SP1および SP2、64ビット

SUSE Linux Enterprise Server 9 4/05HW、9/05、および 9/05
HW、32ビット

MSWindows 2003 SE、2003 EE、2003WE 32ビットのみ

Windows 2003 SE、2003 EE、64ビットのみ

Windows 2000S、2000AS、32ビットのみ

Sun Fire X2100 (8081AIPMI 1.5
RemoteManagement Card付属):
パーツ番号: 371-0743

Solaris x64 Version 10HW1、64ビット

Solaris x64 Version 10Update 1、64ビット

RedHat Enterprise Linux 3.0WS、ES、およびASUpdate 6以
上、32ビットおよび 64ビット

RedHat Enterprise Linux 4.0WS、ES、およびASUpdate 2、32
ビットおよび 64ビット

SUSE Linux Professional 9.2および 9.3、64ビット

Windows 2003 SE、2003 EE、64ビット

Windows 2003 SE、2003 EE、SP1、32ビット

SunN1 SystemManagerのハードウェアとOSの要件
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表 2–6X86およびX64の管理可能なサーバーがサポートするハードウェアおよびオペレーティン
グシステム (続き)
タイプ プロビジョニング可能なOS

Sun Fire X4100およびX4200 Solaris x64 Version 10HW1、64ビット

Solaris x64 Version 10Update 1、64ビット

RedHat Enterprise Linux 3.0WS、ES、およびAS、Update 5およ
びUpdate 6、32ビットおよび 64ビット

RedHat Enterprise Linux 4.0WS、ES、およびASUpdate 1およ
びUpdate 2、64ビット

SUSE Linux Enterprise Server 9 SP1～ SP3、64ビット

Windows 2003 SE、2003 EE、64ビット

Windows 2003 SE、2003 EE、SP1、32ビット

注 –OSの検出、OSの監視、およびソフトウェアのアップデート管理は、Windowsオペ
レーティングシステムを実行している管理対象サーバーではサポートされていません。
OSの検出の詳細は、『SunN1 SystemManager 1.3検出および管理マニュアル』の第 4
章「管理可能なサーバーの検出」を参照してください。OS監視の詳細は、『SunN1
SystemManager 1.3検出および管理マニュアル』の第 6章「サーバーおよびサーバーグ
ループの監視」を参照してください。

管理可能なサーバーのファームウェア要件
次の各表に、サポートされている管理可能なサーバーのファームウェアのバージョンを
マシンの種類別に示します。ファームウェアの確認とアップグレードの手順について
は、各サーバーのハードウェアのマニュアルを参照してください。

注 –『SunN1 SystemManager 1.3オペレーティングシステムプロビジョニングガイ
ド』の「管理対象サーバーにインストールされているファームウェアアップデートを一
覧表示する」に示すように、管理対象サーバーのファームウェアバージョンを確認する
こともできます。これには、SunN1 SystemManager 1.3のインストールおよび設定が完了
していて、そのサーバーが既に検出されていることが必要です。

表 2–7SPARCの管理可能なサーバーのファームウェア要件

プロビジョニング可能な
サーバー 管理ポート 最小値 ベストプラクティス

Netra 240および 440 ALOM 1.4 1.5.3

SunN1 SystemManagerのハードウェアとOSの要件
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表 2–7 SPARCの管理可能なサーバーのファームウェア要件 (続き)
プロビジョニング可能な
サーバー 管理ポート 最小値 ベストプラクティス

Sun Fire T1000 ALOM 6.1.0 6.1.1

Sun Fire T2000 ALOM 6.0.1 6.1.1

Sun Fire V210、V240、
V440

ALOM 1.4 1.5.3

Sun Fire V490および
V890

RSC RSC 2.2.3 RSC 2.2.3

24ページの「管理対象
サーバーの制約」を参
照してください

Sun Fire V490および
V890のRSCboot

2.2.2 2.2.2

Sun Fire V490および
V890のOpen Boot Prom
(OBP)

4.18.6 4.18.6

表 2–8x86の管理可能なサーバーのファームウェア要件

プロビジョニング可能な
サーバー 管理ポート 最小値 ベストプラクティス

Sun Fire V20zおよび
V40z

SP サービスプロセッサ:
2.1.0.5

サービスプロセッサ:
2.4.0.8

Sun Fire V20z BIOS 1.33.5.2 1.34.6.2

Sun Fire V40z BIOS 1.27.4 2.34.6.2

Sun Fire X2100 SP 4.0.9 4.11

Sun Fire X2100 BIOS 1.0.0 1.0.9

24ページの「管理対象
サーバーの制約」を参
照してください

Sun Fire X4100および
X4200

ILOM 1.0.0 1.1

Sun Fire X4100および
X4200 BIOS

0ABGA022 0ABGA031

Sun Fire X4100および
X4200 SP

6464 9306

SunN1 SystemManagerのハードウェアとOSの要件
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管理対象サーバーの制約
この節では、管理対象サーバーのハードウェアおよびネットワーク構成の制約を示しま
す。

� N1 SystemManagerが、管理ネットワークだけ、またはプロビジョニングネットワーク
だけを提供する場合、N1 SystemManagerはインストール時に制限モードで動きます。
N1 SystemManagerには、操作の制限モードに対して特殊な権限が割り当てられた 2つ
のデフォルトセキュリティーロールがあります。詳細は、次を参照してください。

– 37ページの「制限モード (管理ネットワークのみ)」
– 38ページの「制限モード (プロビジョニングネットワークのみ)」
– 『SunN1 SystemManager 1.3検出および管理マニュアル』の「ロールの管理」
– 『SunN1 SystemManager 1.3検出および管理マニュアル』の「制限モードの機能」

� Sun Fire V20z
V20z BIOSのバージョンが 1.33.5.2より古い場合、OSタイプを使用して検出したV20z
へのOSの配備は失敗します。V20z BIOSのバージョンが 1.33.5.2より古い場合、検出
処理はサーバーとプラットフォームの種類を決定できません。

� Sun Fire V490およびV890
N1 SystemManagerのシリアルコンソールおよびファームウェアの更新機能は、V490
およびV890サーバーでは使用できません。

� Sun Fire X2100
– X2100 BIOSの version 1.0.7では、OSのプロビジョニングはできません。
– N1 SystemManagerのシリアルコンソールおよびファームウェアの更新機能は、

X2100サーバーでは使用できません。

Microsoft Windowsイメージサーバーの制約
Windowsオペレーティングシステムを 1つ以上の管理対象サーバーにプロビジョニング
する場合、Windows Remote Installation Service (RIS)サーバーをインストールし、設定する
必要があります。Windows RISサーバーは、次のオペレーティングシステムのうちいずれ
かを実行してなければなりません。

� Windows 2003 Server Enterprise edition Service Pack 1 (32ビット版のみ)
� Windows 2003 Server Standard edition Service Pack 1 (32ビット版のみ)

Windows RISサーバーのインストールと設定については、 50ページの「Windows Remote
Installation Serviceサーバーの設定」を参照してください。

推奨されるスイッチ構成
VLANプログラミング可能なスイッチを 1つ使い、管理ネットワーク、プロビジョニング
ネットワーク、およびデータネットワークのインフラストラクチャを構築できます。た
だし、管理を容易にするには、管理ネットワーク用にVLANプログラミング可能なス

SunN1 SystemManagerのハードウェアとOSの要件

SunN1 SystemManager 1.3サイト計画の手引き • 2006年 7月24



イッチを 1つ設置し、プロビジョニングネットワークとデータネットワーク用に別の
VLANプログラミング可能なスイッチを設置することをお勧めします。管理ネットワー
ク、プロビジョニングネットワーク、およびデータネットワークは、それぞれ別個のサ
ブネットとVLANに割り当てるようにします。

注 – Sun Fire V20zおよびV40zのファームウェアの更新をサポートするために、管理
ネットワークスイッチがリンク速度の自動ネゴシエーションを行うよう設定するように
してください。

Ethernet接続の推奨

� 管理ネットワークは、10/100の接続にします。
� プロビジョニングネットワークおよびデータネットワークは、10/100/1000 (1Gバイト)
の接続にします。

検討事項:

� 安全性確保のため、管理ネットワークは、プライベートサブネット内にあるようにし
ます。

� 安全性確保のため、プロビジョニングネットワークは、プライベートサブネット内に
あるようにします。

� データネットワークは、管理サーバー、管理可能なサーバー、および組織内ネット
ワークがアクセス可能なパブリックサブネット内にあるようにします。

DHCPプロトコルの使用、およびOSのプロビジョニングの帯域幅の要件によって
は、プロビジョニングネットワークからデータネットワークを切り離すことが必要な
場合もあります。

� 管理サーバーと管理可能なサーバー間のデータ送信に遅延があった場合、LinuxのOS
プロビジョニングが失敗する可能性があります。プロビジョニングに使用した管理可
能なサーバーのポートに接続されている、スイッチのポートのスパニングツリーオプ
ションが有効になっている場合、遅延が大きくなる可能性があります。この問題を解
決するには、管理可能なサーバーに接続しているスイッチまたはスイッチのポートの
スパニングツリーオプションを無効にします。スイッチのスパニングツリー機能を無
効にする方法については、スイッチのマニュアルを参照してください。

Sun N1 System Managerの接続情報
この節では、SunN1 SystemManagerの各サーバーの接続の要件を示します。

管理サーバーの接続
管理サーバーには、SPARCまたは x86のサーバーを使用できます。各サーバーには
10/100/1000 (1Gビット)ネットワークインタフェースポートが 1つ以上ありますが、管理
サーバーにギガビットネットワークインタフェースカードを追加することで、管理が容

SunN1 SystemManagerの接続情報
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易になり、また組織内ネットワークとプロビジョニングネットワークを物理的に分離で
きます。管理サーバーで追加のNICを設置しない場合は、1つの 1Gビットポートを介し
て組織内ネットワークとプロビジョニングネットワークを経由するようにネットワーク
を構成できます。27ページの「構成例」を参照してください。

各サーバーには、1つまたは 2つのシステム管理ポートもあります。ポート数はサーバー
のアーキテクチャーによって異なります。管理ポートが 1つの管理可能なサーバーで
は、このポートにはNetMgmt (ネットワーク管理)、ALOM (Advanced Lights OutManager
port)、または ILOM (Integrated Lights OutManager port)というラベルが付いています。管
理ポートが 2つの管理可能なサーバーでは、ラベルは SP0と SP1 (サービスプロセッサ 1
と 2)です。管理サーバーと組織内ネットワークの接続には、管理ポートが 1つだけ必要
です。このマニュアルでは、管理ポートをMGMTと示します。

注 –オペレーティングシステムで使用するEthernetポートの名前は、システムのアーキテ
クチャーとオペレーティングシステムによって異なります。たとえば、マシンの最初の
Ethernetポートは、異なるオペレーティングシステムごとに ETH0、HME0、または BGE0
と呼ばれます。このマニュアルでは、アーキテクチャーとオペレーティングシステムに
関係なく、マシンの最初の Ethernetポートを ETH0、次のポートを ETH1と呼びます。

管理サーバーのポートの論理図を次に示します。3つの 1GバイトNICがあります。この
図は、このあとも参照アーキテクチャー図として使用します。

ETH2 ETH0 

ETH1 

MGMT 

DHCP 

管理可能なサーバーの接続
18ページの「管理サーバーの要件」に示すように、管理可能なサーバーには、SPARCま
たは x86のサーバーを使用できます。各サーバーには、10/100/1000のネットワークイン
タフェースポートが 1つまたは 2つあります。各サーバーには 1つまたは 2つのシステム
管理ポートがあります。ポート数はシステムのアーキテクチャーによって異なります。
管理ポートが 1つの管理可能なサーバーでは、このポートはALOMまたは ILOM、管理
ポートが 2つの管理可能なサーバーでは SP0と SP1です。このマニュアルでは、管理ポー
トをMGMTと示します。

SunN1 SystemManagerの接続情報
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管理可能なサーバーのポートの論理図を次に示します。2つの 1GバイトNICがありま
す。この図は、このあとも参照アーキテクチャー図として使用します。

MGMT ETH0

ETH1

構成例
この節では、N1 SystemManagerの機器の設計と接続に役立つ構成例および各構成例での
接続に関する情報を提供します。

ネットワークごとに別のスイッチを使う構成など、ほかにも構成は可能です。ネット
ワークは、VLANとスイッチの任意の組み合わせで実装できます。管理、プロビジョニ
ング、およびデータの各ネットワークには、それぞれ別個のVLANを割り当てるように
します。

注 –このあとの各構成例では、組織内ネットワークのアクセスは、管理サーバーへの接続
として示しています。組織内ネットワークからN1 SystemManagerへのアクセスには、管
理サーバーではなくスイッチを使うこともできます。

管理ネットワーク、プロビジョニングネットワー
ク、データネットワークを別々にした構成
この節では、N1 SystemManagerの機器の設計と接続に役立つ構成例および各構成例での
接続に関する情報を提供します。

構成例

第 2章 • SunN1 SystemManagerシステムとネットワークの準備 27



10/100 10/100/1000 10/100/1000 

MGMT 

 1

ETH0 

ETH1 

MGMT 

 n

ETH0 

ETH1 
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ETH1 DHCP 

RIS

図 2–1管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、データネットワークを別々にした
構成

ネットワークを設計するときには、次のことを念頭においてください。

� 管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、およびデータネットワークを
別々に構成するのが最善の方法です。

� 別々に構成すると、セキュリティーが高くなり、障害が発生しやすいポイントが少な
くなります。

� データセンターのDHCPサービスを使って、管理対象サーバーに IPアドレスを割り
当てることができます。

構成例
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注 –管理サーバーのDHCPサービスでは、データネットワークのDHCPサービスは提
供されません。データネットワークの IPサービスを動的に設定する場合は、データ
ネットワーク用の外部DHCPサーバーが必要です。同じプロビジョニングネットワー
クに別のDHCPサーバーを設置することはできません。

� この構成を実装するには、管理サーバーと一部の管理可能なサーバーに追加のNICを
設置する必要が生じる場合があります。

管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、データネットワークを別々にした
構成の場合の接続の要件を要約すると、次のようになります。

� 管理サーバー

管理サーバーは、管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、および組織内
ネットワークに次のような接続を提供するようにします。

– ETH0は、管理サーバーを組織内ネットワークに接続して、外部からの管理サー
バーへのアクセスを可能にします。管理サーバーの ETH0の IPアドレス、ネット
マスク、およびゲートウェイは、組織内環境の接続の要件を満たすように設定す
るようにします。

– ETH1は管理サーバーをプロビジョニングネットワークに接続して、管理可能な
サーバーの ETH0接続と同じネットワークを使用するようにします。プロビジョニ
ングネットワークには、管理サーバーと管理可能なサーバー以外のデバイスを接
続できません。ETH1には 1GビットのNICインタフェースを使用するようにしま
す。

– ETH2は、管理サーバーを管理ネットワークに接続して、管理可能なサーバーの管
理ポート接続と同じネットワークを利用するようにします。管理サーバーの ETH2
IPアドレス、ネットマスク、およびゲートウェイは、管理可能なサーバーの管理
ポートの IPアドレスに接続できるように設定します。ETH2には、100Mビットの
NICインタフェースを使用するようにします。

– 管理サーバーのDHCPサービスは、オペレーティングシステムをロードするため
に、管理可能なサーバーに IPアドレスを割り当てます。

� 管理可能なサーバー

各管理可能なサーバーは、管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、およ
びデータネットワークに次のような接続を提供するようにします。

– 管理ポートは、管理可能なサーバーを管理ネットワークに接続して、管理サー
バーの ETH2接続と同じネットワークを利用するようにします。管理ポートは、
100Mビット接続であるようにします。

– ETH0は、管理可能なサーバーをプロビジョニングネットワークに接続して、管理
サーバーの ETH1接続と同じネットワークを利用する必要があります。ETH0は 1G
バイトの接続であるようにします。

– ETH1は、スイッチを経由して管理可能なサーバーをデータネットワークに接続し
て、組織内ネットワークから管理可能なサーバーへの外部アクセスを可能にしま
す。ETH1は 1Gバイトの接続であるようにします。

構成例
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� RISサーバーは、MicrosoftWindowsをプロビジョニングする場合に限り必要です。RIS
サーバーは 1Gバイト接続を使用して、プロビジョニングネットワークに接続するよ
うにします。

管理ネットワークとプロビジョニングネットワー
クを結合し、データネットワークを別にした構成

10/100 10/100/1000 10/100/1000 

MGMT 

 1

ETH0 ETH1 

MGMT 

 n

ETH0 ETH1 

ETH1 ETH0

DHCP

RIS

図 2–2管理ネットワークとプロビジョニングネットワークを結合し、データネットワークを別
にした構成

構成例
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この構成では次のようになります。

� 管理サーバーに追加のNICを設置する必要はありません。
� 管理ネットワークとプロビジョニングネットワークを結合すると、システムとネット
ワークのセキュリティーが低くなります。

� データセンターのDHCPサービスを使ってプロビジョニング対象のサーバーに IPア
ドレスを割り当てることができます。

注 –管理サーバーのDHCPサービスでは、データネットワークのDHCPサービスは提
供されません。データネットワークの IPサービスを動的に設定する場合は、データ
ネットワーク用の外部DHCPサーバーが必要です。管理ネットワークおよびプロビ
ジョニングネットワークに別のDHCPサーバーを設置してはいけません。

注意 –静的に割り当てられる管理ネットワークの IPアドレスと、OSプロビジョニング時
に使われる、動的に割り当てられる IPアドレスは、同じネットワーク内にあります。N1
SystemManagerでは、IPアドレスは管理されません。プロビジョニング時に使われる IP
アドレスが、管理ネットワークの IPアドレスと重複しないように確認する必要がありま
す。

管理ネットワークとプロビジョニングネットワークが結合され、データネットワークは
別個の構成の場合の接続の要件を要約すると、次のようになります。

� 管理サーバー

管理サーバーは、管理ネットワークとプロビジョニングネットワークに次のような接
続を提供するようにします。

– ETH0は、管理サーバーを組織内ネットワークに接続して、外部からの管理サー
バーへのアクセスを可能にします。管理サーバーの ETH0の IPアドレス、ネット
マスク、およびゲートウェイは、組織内環境の接続の要件を満たすように設定す
るようにします。

– ETH1は、管理サーバーを管理ネットワークとプロビジョニングネットワークに接
続し、管理可能なサーバーのMGMTおよび ETH0接続と同じネットワークを利用
するようにします。管理ネットワークとプロビジョニングネットワークには、管
理サーバーおよび管理可能なサーバー以外のデバイスを接続できません。管理
サーバーの ETH1の IPアドレス、ネットマスク、およびゲートウェイは、管理可
能なサーバーの管理ポートの IPアドレスへ接続できるように設定します。ETH1
には 1GビットのNICインタフェースを使用するようにします。

– 管理サーバーのDHCPサービスは、オペレーティングシステムをロードするため
に、管理可能なサーバーに IPアドレスを割り当てます。

� RISサーバー
RISサーバーは、プロビジョニングネットワークに接続します。接続には、必ずRIS
サーバーの 1番目の (最も順位の低い) Ethernetポートを使用し、1Gビットのインタ
フェースを使用するようにします。

� 管理可能なサーバー

構成例
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各管理可能なサーバーは、管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、およ
び別個のデータネットワークに次のような接続を提供するようにします。

– 管理ポートは、管理可能なサーバーを管理ネットワークおよびプロビジョニング
ネットワークに接続して、管理サーバーの ETH1接続と同じネットワークを利用す
るようにします。管理ポートは、100Mビット接続であるようにします。

– ETH0は、管理可能なサーバーを管理ネットワークおよびプロビジョニングネット
ワークに接続して、管理サーバーの ETH1接続と同じネットワークを利用する必要
があります。ETH0は 1Gバイトの接続であるようにします。

– ETH1は、スイッチを経由して管理可能なサーバーをデータネットワークに接続し
て、組織内ネットワークから管理可能なサーバーへの外部アクセスを可能にしま
す。ETH1は 1Gバイトの接続であるようにします。

� RISサーバーは、MicrosoftWindowsをプロビジョニングする場合に限り必要です。RIS
サーバーは、1Gバイトの接続を使用して、管理ネットワークとプロビジョニング
ネットワークに接続するようにします。

プロビジョニングネットワークとデータネット
ワークを結合し、管理ネットワークを別にした構
成

構成例
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図 2–3プロビジョニングネットワークとデータネットワークを結合し、管理ネットワークを別
にした構成

この構成では次のようになります。

� プロビジョニングネットワークとデータネットワークを結合すると、システムと
ネットワークのセキュリティーが低くなります。

� データネットワークは、N1 SystemManagerのDHCPサービスを使う必要があります。

注意 –データネットワーク上でのDHCPサービスは、N1 SystemManagerのDHCPサービ
スのみである必要があります。

構成例
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データネットワークとプロビジョニングネットワークが結合され、管理ネットワークは
別個の構成の場合の接続の要件を要約すると、次のようになります。

� 管理サーバー

管理サーバーは、プロビジョニングネットワークとデータネットワークに、そして別
個の管理ネットワークへ次のような接続を提供するようにします。

– ETH0は、管理サーバーを組織内ネットワークに接続して、外部からの管理サー
バーへのアクセスを可能にします。管理サーバーの ETH0の IPアドレス、ネット
マスク、およびゲートウェイは、組織内環境の接続の要件を満たすように設定す
るようにします。

– ETH1は、管理サーバーをプロビジョニングネットワークとデータネットワークに
接続し、管理可能なサーバーの ETH0接続と同じネットワークを利用するようにし
ます。データネットワークとプロビジョニングネットワークには、管理サーバー
と管理可能なサーバー以外のデバイスを接続できません。ETH1には 1Gビットの
NICインタフェースを使用するようにします。

– ETH2は、管理サーバーを管理ネットワークに接続して、管理可能なサーバーの管
理ポート接続と同じネットワークを利用するようにします。管理サーバーの ETH2
IPアドレス、ネットマスク、およびゲートウェイは、管理可能なサーバーの管理
ポートの IPアドレスに接続できるように設定します。ETH2には、100Mビットの
NICインタフェースを使用するようにします。

– 管理サーバーのDHCPサービスは、オペレーティングシステムをロードするため
に、管理可能なサーバーに IPアドレスを割り当てます。

� RISサーバー

RISサーバーは、プロビジョニングネットワークに接続します。接続には、必ずRIS
サーバーの 1番目の (最も順位の低い) Ethernetポートを使用し、1Gビットのインタ
フェースを使用するようにします。

� 管理可能なサーバー

各管理可能なサーバーは、管理ネットワーク、および結合されたデータネットワーク
とプロビジョニングネットワークへ、次のような接続を提供するようにします。

– 管理ポートは、管理可能なサーバーを管理ネットワークに接続して、管理サー
バーの ETH2接続と同じネットワークを利用するようにします。管理ポートは、
100Mビット接続であるようにします。

– ETH0は、管理可能なサーバーとデータネットワークおよびプロビジョニング
ネットワークを接続して、管理可能なサーバーにオペレーティングシステムを配
備できるようにし、また、組織内ネットワークから管理可能なサーバーへの外部
アクセスができるようにします。管理可能なサーバーの ETH0接続は、管理サー
バーの ETH1接続と同じネットワーク上に存在する必要があります。ETH0は 1G
バイトの接続であるようにします。

� RISサーバーは、MicrosoftWindowsをプロビジョニングする場合に限り必要です。RIS
サーバーは、1Gバイトの接続を使用して、データネットワークとプロビジョニング
ネットワークに接続するようにします。

構成例
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プロビジョニングネットワーク、データネット
ワーク、管理ネットワークを結合した構成

RIS
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 n
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図 2–4プロビジョニングネットワーク、データネットワーク、管理ネットワークを結合した構
成

この構成では次のようになります。

� 管理サーバーに追加のNICを設置する必要はありません。
� 管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、およびデータネットワークを結
合すると、システムとネットワークのセキュリティーが大幅に低くなります。

構成例

第 2章 • SunN1 SystemManagerシステムとネットワークの準備 35



� データネットワークは、必ずN1 SystemManagerのDHCPサービスを利用するように
します。

注意 –データネットワーク上でのDHCPサービスは、N1 SystemManagerのDHCPサービ
スのみである必要があります。

管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、データネットワークを結合した構
成の場合の接続の要件を要約すると、次のようになります。

� 管理サーバー

管理サーバーは、管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、およびデータ
ネットワークの結合、および組織内ネットワークに次のような接続を提供するように
します。

– ETH0は、管理サーバーを組織内ネットワークに接続して、外部からの管理サー
バーへのアクセスを可能にします。管理サーバーの ETH0の IPアドレス、ネット
マスク、およびゲートウェイは、組織内環境の接続の要件を満たすように設定す
るようにします。

– ETH1は管理サーバーを管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、およ
びデータネットワークが結合したネットワークに接続し、管理可能なサーバーの
MGMTと ETH0接続と同じネットワークを利用するようにします。結合した
ネットワークには、管理サーバーと管理可能なサーバー以外のデバイスを接続で
きません。ETH1には 1GビットのNICインタフェースを使用するようにします。

– 管理サーバーのDHCPサービスは、オペレーティングシステムをロードするため
に、管理可能なサーバーに IPアドレスを割り当てます。

� RISサーバー

RISサーバーは、プロビジョニングネットワークに接続します。接続には、必ずRIS
サーバーの 1番目の (最も順位の低い) Ethernetポートを使用し、1Gビットのインタ
フェースを使用するようにします。

� 管理可能なサーバー

各管理可能なサーバーは、管理ネットワーク、プロビジョニングネットワーク、およ
びデータネットワークに次のような接続を提供するようにします。

– 管理ポートは、管理可能なサーバーを管理ネットワーク、プロビジョニング
ネットワーク、データネットワークに接続して、管理サーバーの ETH1接続と同じ
ネットワークを利用するようにします。管理ポートは、100Mビット接続であるよ
うにします。

– ETH0は、管理可能なサーバーを管理ネットワーク、プロビジョニングネットワー
クおよびデータネットワークに接続して、管理サーバーの ETH1接続と同じネット
ワークを利用する必要があります。ETH0はまた、スイッチを経由して管理可能な
サーバーをデータネットワークに接続して、組織内ネットワークから管理可能な
サーバーへの外部アクセスを可能にします。ETH0は 1Gバイトの接続であるよう
にします。

構成例
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� RISサーバーは、MicrosoftWindowsをプロビジョニングする場合に限り必要です。RIS
サーバーは、1Gバイトの接続を使用して、管理ネットワーク、プロビジョニング
ネットワーク、データネットワークに接続するようにします。

制限モード (管理ネットワークのみ)

10/100 10/100/1000 

MGMT 

 1

ETH1 

MGMT 

 n

ETH0

図 2–5制限モード (管理ネットワークのみ)

この構成では次のようになります。

� 管理サーバーに追加のNICを設置する必要はありません。

構成例
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� N1 SystemManagerには、操作の制限モードに対して特殊な権限が割り当てられた 2つ
のデフォルトセキュリティーロールがあります。詳細は、『SunN1 SystemManager 1.3
検出および管理マニュアル』の「ロールの管理」および『SunN1 SystemManager 1.3検
出および管理マニュアル』の「制限モードの機能」を参照してください。

� 管理サーバー

ETH1は、管理サーバーを管理ネットワークに接続し、管理可能なサーバーのMGMT
接続と同じネットワークを利用するようにします。管理サーバーの ETH1の IPアドレ
ス、ネットマスク、およびゲートウェイは、管理可能なサーバーの管理ポートの IPア
ドレスに接続できるように設定します。プロビジョニングネットワークには、管理
サーバーと管理可能なサーバー以外のデバイスを接続できません。ETH1には 1G
ビットのNICインタフェースを使用するようにします。

� 管理可能なサーバー

各管理可能なサーバーは、次のように管理ネットワークに接続する必要があります。

管理ポートは、管理可能なサーバーを管理ネットワークに接続して管理サーバーの
ETH1接続と同じネットワークを利用するようにします。管理ポートは、100Mビット
NIC接続であるようにします。

制限モード (プロビジョニングネットワークのみ)

構成例
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図 2–6制限モード (プロビジョニングネットワークのみ)

この構成では次のようになります。

� 管理サーバーに追加のNICを設置する必要はありません。
� N1 SystemManagerには、操作の制限モードに対して特殊な権限が割り当てられた 2つ
のデフォルトセキュリティーロールがあります。詳細は、『SunN1 SystemManager 1.3
検出および管理マニュアル』の「ロールの管理」および『SunN1 SystemManager 1.3検
出および管理マニュアル』の「制限モードの機能」を参照してください。

管理ネットワークだけで構成した場合の、接続の要件を要約すると次のようになりま
す。

� 管理サーバー

構成例
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– ETH0は、管理サーバーを組織内ネットワークに接続して、外部からの管理サー
バーへのアクセスを可能にします。管理サーバーの ETH0の IPアドレス、ネット
マスク、およびゲートウェイは、組織内環境の接続の要件を満たすように設定す
るようにします。

– ETH1は管理サーバーをプロビジョニングネットワークに接続して、管理可能な
サーバーの ETH0接続と同じネットワークを使用するようにします。プロビジョニ
ングネットワークには、管理サーバーと管理可能なサーバー以外のデバイスを接
続できません。ETH1には 1GビットのNICインタフェースを使用するようにしま
す。

– 管理サーバーのDHCPサービスは、オペレーティングシステムをロードするため
に、管理可能なサーバーに IPアドレスを割り当てます。

� RISサーバー

RISサーバーは、プロビジョニングネットワークに接続します。接続には、必ずRIS
サーバーの 1番目の (最も順位の低い) Ethernetポートを使用し、1Gビットのインタ
フェースを使用するようにします

� 管理可能なサーバー

各管理可能なサーバーは、プロビジョニングネットワークに次のような接続を提供す
るようにします。

ETH0は、管理可能なサーバーをプロビジョニングネットワークに接続し、管理サー
バーの ETH1接続と同じネットワークを利用するようにします。

ETH0は 1Gバイトの接続であるようにします。
� RISサーバーは、MicrosoftWindowsをプロビジョニングする場合に限り必要です。RIS
サーバーは、1Gバイトの接続を使用して、管理ネットワークとプロビジョニング
ネットワークとデータネットワークに接続するようにします。

サイト計画
この節では、管理サーバーとスイッチの要件を決定する手引きを示します。この項で
は、次の内容について説明します。

� 40ページの「管理サーバーに関する注意事項」
� 42ページの「スイッチに関する注意事項」

管理サーバーに関する注意事項
管理サーバーに関して最初に考慮することは、ハードドライブの容量と、管理対象とな
る管理可能なサーバーの台数です。

サイト計画

SunN1 SystemManager 1.3サイト計画の手引き • 2006年 7月40



� ハードドライブの容量には、プロビジョニングを行うOSディストリビューション数
とN1 SystemManagerによって生成されるログファイルの 2つの要素が関係します。
OSディストリビューションは、管理サーバーの /varのファイル階層に保存されま
す。OSディストリビューションおよび関連するプロファイルとスクリプトごとに 3G
バイトを割り当てます。

N1 SystemManagerのイベントログに十分なディスク容量を割り当てる必要がありま
す。ログファイルの大きさは、イベント監視の設定方法と、各ログに対して選択する
詳細の量によって異なります。N1 SystemManagerの初期設定を行うときに、
n1smconfigユーティリティーを使ってログを設定します。また、その後、システムの
本稼働中にもこのユーティリティーを使ってログを再設定できます。詳細は、『Sun
N1 SystemManager 1.3検出および管理マニュアル』の第 6章「サーバーおよびサー
バーグループの監視」を参照してください。

� システム処理には、管理されている管理対象サーバーの数、管理対象サーバーに対し
て行う監視の種類、管理サーバーで実行中のジョブ数の 3つの要素が関係します。

管理サーバーのサイズ設定の手引きを次の表に示します。

表 2–9管理サーバーハードウェアのサイズ設定の手引き

小規模環境:1～ 128の管理対象サーバー

プロセッサ総数 1つ以上のシングルコアAMDOpteronプロセッサ

1つ以上の 1x1 GhzUltra SPARC IIIi以上

総メモリ 4Gバイト以上

ファイルシステムの総容量 72Gバイト以上

メディア DVDROMドライブ 1つ

要件を満たすモデル Sun Fire V20z、V40z、X2100、X4100、X4200、
V210、V240、V440、V490、およびT1000

構成例 Sun Fire V20zシングルプロセッサ (シングルコア)
Opteronプロセッサ、4GバイトのRAM、1x72Gバ
イトのHDD、DVDROMドライブ

中規模環境:129～ 256の管理対象サーバー

プロセッサ総数 2つ以上のシングルコアAMDOpteronプロセッサ、
または 1つ以上のデュアルコアAMDOpteronプロ
セッサ

2つ以上の 1x1 GhzUltra SPARC IIIi以上

総メモリ 8Gバイト以上

ファイルシステムの総容量 144Gバイト以上

メディア DVDROMドライブ 1つ

サイト計画
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表 2–9管理サーバーハードウェアのサイズ設定の手引き (続き)
要件を満たすモデル Sun Fire V20z、V40z、X4100、X4200、V210、V240、

V280、V440、V490、およびT2000

構成例 Sun Fire V40zデュアルプロセッサ (デュアルコア)、
8GバイトのRAM、1x146GバイトのHDD、DVD
ROMドライブ

大規模環境:257～ 512の管理対象サーバー

プロセッサ総数 4つのシングルコアAMDOpteronプロセッサ、また
は 2つ以上のデュアルコアAMDOpteronプロセッサ

4つの 1x1 GhzUltra SPARC IIIi以上

総メモリ 16Gバイト以上

ファイルシステムの総容量 300Gバイト以上

メディア DVDROMドライブ 1つ

要件を満たすモデル Sun Fire V40z、V490、X4100、X4200、V440、および
T2000

構成例 Sun Fire V40zデュアルプロセッサ (デュアルコア)、
16GバイトのRAM、1x300GバイトのHDD、DVD
ROMドライブ

スイッチに関する注意事項
スイッチの要件は、次の要素で決定します。

� 管理サーバーに、3枚目の 1GビットNICを追加したかどうか
� 各管理可能なサーバーの管理ポート数

� スイッチに接続する管理可能なサーバーの数

Sun Fire V20zサーバーとV40zサーバーには 2つの管理ポートがあり、デイジーチェー
ンで接続できます。詳細は、付録Aを参照してください。

� 選択したネットワークトポロジ

タイプごとにスイッチに必要なポート数を割り出し、スイッチのポート数の合計を決定
するのに役立つワークシートを次に示します。

表 2–10スイッチのポートの要件のワークシート

サーバーの種類 10/100ポート 10/100/1000ポート

管理サーバー

サイト計画
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表 2–10スイッチのポートの要件のワークシート (続き)
サーバーの種類 10/100ポート 10/100/1000ポート

� 管理ネットワークとプロビジョニングネット
ワークを別々にした場合:
10/100の列に「1」と記入します。
管理サーバーに、3枚目の 1GビットNICを
設置していない場合は 10/100/1000ポートの
列に「1」と記入します。
3枚目の 1GビットNICを設置している場合
は、10/100/1000の列に「2」と記入します。

� 管理ネットワークだけの場合:
10/100の列に「1」と記入します。

� プロビジョニングネットワークだけの場合:
10/100/1000の列に「1」と記入します。

合計: __________ 合計: __________

RISサーバー

プロビジョニングネットワークがある場合は、
10/100/1000の列に「1」と記入します。

管理可能なサーバー

サイト計画
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表 2–10スイッチのポートの要件のワークシート (続き)
サーバーの種類 10/100ポート 10/100/1000ポート

� 管理ネットワーク、プロビジョニングネット
ワーク、およびデータネットワークを別々に
した場合:
管理可能なサーバーの数を合計し、その数を
10/100の列に記入します。
管理可能なサーバーの数を 2倍にし、その数
を 10/100/1000の列に記入します。

� データネットワークとプロビジョニング
ネットワークを結合し、管理ネットワークを
別にした場合:
管理可能なサーバーの数を合計し、その数を
10/100の列と 10/100/1000の列を記入しま
す。

� 管理ネットワーク、プロビジョニングネット
ワーク、およびデータネットワークを結合し
た場合:
管理可能なサーバーの数を 2倍にし、その数
を 10/100/1000の列に記入します。

� 管理ネットワークだけの場合:
管理可能なサーバーの数を合計し、その数を
10/100の列だけに記入します。

� プロビジョニングネットワークだけの場合:
管理可能なサーバーの数を合計し、その値を
10/100/1000の列だけに記入します。

合計: __________ 合計: __________

組織内ネットワーク用の 10/100/100接続: 合計: 1

各列のポート数の合計: 10/100ポート: 10/100/1000ポート:

合計: _________ 合計: _________

上記の合計数を使って、スイッチの要件を決定してから、サイト計画に従ってサーバー
とスイッチを接続します。

サイト計画
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管理可能なサーバーの設定
N1 SystemManagerを使って管理可能なサーバーを検出するには、各管理可能なサーバー
を次のように設定する必要があります。

� 各管理可能なサーバーの管理ポートに IPアドレスを割り当てる必要があります。

– ILOM、ALOM、および SPの管理可能なサーバーについては、サーバーのマニュア
ルを参照して、サーバーの管理ポートの IPアドレスの割り当てを行います。サー
バーのマニュアルは、オンライン
(http://sunsolve.sun.com/handbook_pub/Systems/)で入手できます。

– RSCの管理可能なサーバーについては、48ページの「RSCの IPアドレスと資格を
設定する」の説明に従って、各サーバーに IPアドレスを割り当てます。

� 各管理可能なサーバーで、管理プロセッサ用のアカウント資格を設定する必要があり
ます。

– ALOMの管理可能なサーバーについては、サーバーのマニュアルを参照して、
サーバーの管理ポートtelnet設定を行います。

– SPと ILOMの管理可能なサーバーについては、サーバーのマニュアルを参照し
て、サーバーの管理ポートの sshおよび IPMIコマンドの設定を行います。

– RSCの管理可能なサーバーでは、48ページの「RSCの IPアドレスと資格を設定す
る」の説明に従って、各サーバーのRSCに資格を割り当て、サーバーのコンソー
ルをRSCにリダイレクトします。

サーバーの管理ポートが設定されていない場合、管理可能なサーバーの検出は失敗しま
す。

SPARCアーキテクチャーの管理可能なサーバーの
資格
検出の実行時に管理サーバーの管理ポートの資格が指定されない場合、検出プロセスは
次の表で示すデフォルトの資格を使用します。

表 2–11SPARCアーキテクチャーの管理可能なサーバーのデフォルトの資格

サーバーの種類 管理ポートの種類 Telnetログイン Telnetパスワード

Netra 240および 440 ALOM admin admin

Sun Fire V210、V240、
V440

ALOM admin admin

Sun Fire V490、V890 RSC admin n1smadmin

管理可能なサーバーの設定
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表 2–11 SPARCアーキテクチャーの管理可能なサーバーのデフォルトの資格 (続き)
サーバーの種類 管理ポートの種類 Telnetログイン Telnetパスワード

Sun Fire T1000および
T2000

ALOM admin admin

RSCの管理可能なサーバーを管理するには、まずはじめに 47ページの「RSCの管理可能
なサーバーの準備」の説明に従って、RSCの資格とOnline Boot Prom (OBP)を設定する必
要があります。

x86アーキテクチャーの管理可能なサーバーの資
格
検出の実行時に管理サーバーの管理ポートの資格が指定されない場合、検出プロセスは
次の表で示すデフォルトの資格を使用します。

表 2–12x86アーキテクチャーの管理可能なサーバーのデフォルトの資格

サーバーの種類 管理ポートの種類 SSHログイン
SSHパス
ワード

IPMIログイ
ン

IPMIパス
ワード

SNMP読み取
りコミュニ
ティー文字

列

Sun Fire V20zおよ
びV40z

SP admin admin - admin public

Sun Fire X2100 SP - - Admin admin -

Sun Fire X4100およ
びX4200

ILOM root changeme root changeme public

x86アーキテクチャーの管理可能なサーバーに対して、検出の実行中に 1つの資格だけが
指定された場合は、不足している資格は上記で指定されたデフォルトのいずれかに設定
されます。

Sun Fire V20zサーバーとV40zサーバーが工場出荷時の設定になっている場合は、検出時
の資格の自動設定が可能です。Sun Fire V20zまたはV40zの検出にログインアカウントと
パスワードを指定すると、検出プロセスによって指定された資格を使用して Sun Fire V20z
またはV40zが構成されます。

Sun Fire X2100は、SNMPをサポートしていませんが、X2100は IPMIイベントの SNMPV1
トラップを生成する IPMIプラットフォームイベントトラップ (PET)をサポートしていま
す。N1 SystemManagerは、X2100の IPMIイベントを待機します。

管理可能なサーバーの設定
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RSCの管理可能なサーバーの準備
Sun Fire V490およびV890のRSC IPアドレスと資格は、サーバーにある Solarisの rootコマ
ンド行プロンプトから実行している設定ユーティリティーによって設定されます。サー
バーは、Solarisがプレインストールされた状態で出荷されています。Online Boot Prom
(OBP)の設定は、RSCへの telnetセッションを使用して行われます。

RSCの管理可能なサーバーの準備は、次の作業で構成されています。

� 47ページの「RSCのユーティリティーをダウンロードして更新する」
� 48ページの「RSCの IPアドレスと資格を設定する」
� 49ページの「サーバーのコンソールをRSCにリダイレクトしてOBPを設定する」

� RSCのユーティリティーをダウンロードして更新する
IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイをサーバーに割り当てます。RSCのユー
ティリティーの version 2.2.3以上をサーバーにダウンロードし、サーバーのRSCを設定す
る前にそのユーティリティーを実行する必要があります。

V490またはV890の管理可能なサーバーに rootでログインする。

RSCの version 1.2.3のユーティリティーの zipファイルをダウンロードします。
http://www.sun.com/servers/rsc.htmlにアクセスします。サーバーにインストールされ
ている Solarisオペレーティングシステムに対応する zipファイルをダウンロードします。

� Solaris 9以上の場合: rsc2.2.3_packages_s9.zip
� Solaris 8の場合: rsc2.2.3_packages_s8.zip

ダウンロードが完了したら、一時ディレクトリに zipファイルを解凍し、ディレクトリ
を、その一時ディレクトリに変更します。

RSCの version 2.2.3のパッケージを、管理可能なサーバーにインストールします。
pkgaddコマンドを使用して、次のパッケージをサーバーにインストールします。

� SUNWrsc -ホストマシンにインストールするためのRSCのパッケージ
� SUNWrscd - RSCのマニュアルパッケージ
� SUNWrscj - RSCGUIを表示するためのRSCのGUIパッケージ

競合するファイルをインストールするか聞かれた場合は、Yを入力して、既にインストー
ルされているバージョンを上書きします。

次に例を示します。

# pkgadd -d . SUNWrsc

The following files are already installed on the system and are being

used by another package:

/usr <attribute change only>

Do you want to install these conflicting files [y,n,?,q] y

始める前に

1

2

3
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## Checking for setuid/setgid programs

Installing Remote System Control as <SUNWrsc>

.

.

.

Installation of <SUNWrsc> was successful

# pkgadd -d . SUNWrscd

Processing package instance <SUNWrscd>

.

.

.

Installation of <SUNWrscd> was successful

# pkgadd -d . SUNWrscj

Processing package instance <SUNWrscj>

.

.

.

Installation of <SUNWrscj> was successful

次の手順に従って、サーバーのRSCを設定します。

� RSCの IPアドレスと資格を設定する
Sun Fire V490およびV890のRSC資格は、サーバーにある Solarisの rootコマンド行プロン
プトから実行している設定ユーティリティーによって設定されます。サーバーは、Solaris
がプレインストールされた状態で出荷されています。

この手順では、N1 SystemManagerに必要な情報だけを記述しています。RSC設定ユー
ティリティーに関する詳細は、http://docs.sun.com/source/816–3314–12の『Sun Remote
SystemControl (RSC) 2.2ユーザーズガイド』および http://docs.sun.com/source/819–2022
の『 Sun Remote SystemControl (RSC) 2.2.3リリースノート』を参照してください。

47ページの「RSCのユーティリティーをダウンロードして更新する」の説明に従って、
RSC設定ユーティリティーの version 2.3.3をサーバーにインストールする必要がありま
す。

RSCの管理可能なサーバーに rootでログインします。

RSC設定ユーティリティーを実行します。

� V490サーバーを設定する場合は、 /usr/platform/SUNW,Sun-Fire-V490/rsc/rsc-config

と入力します。
� V890サーバーを設定する場合は、/usr/platform/SUNW,Sun-Fire-V890/rsc/rsc-config

と入力します。

次の手順

始める前に

1

2
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RSCユーザーアカウントのプロンプト以外は、ネットワークの要件に沿って各プロンプ
トに答えます。

� RSCユーザーアカウントのプロンプトでは、adminと入力します。
� RSCユーザーアカウントのパスワードのプロンプトでは、 n1smadminと入力します。
� RSCユーザー権限のプロンプトでは、cuarと入力します。

サーバーのコンソールをRSCにリダイレクトして、Online Boot Prom (OBP)の設定を行い
ます。

� サーバーのコンソールをRSCにリダイレクトしてOBPを設定する
Sun Fire V490およびV890のRSC資格は、サーバーにある Solarisの rootコマンド行プロン
プトから実行している設定ユーティリティーによって設定されます。サーバーは、Solaris
がプレインストールされた状態で出荷されています。

この手順では、N1 SystemManagerに必要な情報だけを記述しています。RSCのサーバー
でのコンソールのリダイレクト、およびOBPの設定に関する詳細は
http://docs.sun.com/source/816–3314–12の『Sun Remote SystemControl (RSC) 2.2ユーザーズ
ガイド』および http://docs.sun.com/source/819–2022の『Sun Remote SystemControl (RSC)
2.2.3リリースノート』を参照してください。

� 47ページの「RSCのユーティリティーをダウンロードして更新する」の説明に
従って、RSC設定ユーティリティーの version 2.3.3をサーバーにインストールする必
要があります。

� 必ず 48ページの「RSCの IPアドレスと資格を設定する」の説明に従って、RSCを設
定してください。

telnet IP addressコマンドを使用して、管理可能なサーバーの RSCにログオンします。こ
のコマンドの IP addressは、RSCに割り当てたアドレスです。

http://docs.sun.com/source/816–3314–12の『SunRemote SystemControl (RSC) 2.2ユーザーズ
ガイド』の説明に従って、サーバーのコンソールをRSCにリダイレクトします。

http://docs.sun.com/source/816–3314–12の『SunRemote SystemControl (RSC) 2.2ユーザーズ
ガイド』の説明に従って、サーバーのOBPを設定します。

次の環境変数を、ここで示す値に確実に設定するようにしてください。

OBPの環境変数 値

local-mac-address? true

output-device rsc-console

input-device rsc-console

次の手順
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OBPの環境変数 値

diag-device disk

diag-script none

diag-level off

diag-switch? false

次に例を示します。

> setenv local-mac-address? true

> setenv output-device rsc-console

設定を確認するには printenvと入力します。

Windows Remote Installation Serviceサーバーの設定
N1 SystemManagerのOSプロビジョニングプロセスは、Microsoft Remote Installation Service
(RIS)の技術を利用して、RISサーバーから管理可能なサーバーにWindowsオペレー
ティングシステムをプロビジョニングします。Windowsオペレーティングシステムを管
理可能なサーバーにプロビジョニングするには、次の各節で示すように、N1 System
Managerにアクセス可能なRISサーバーを設定してください。RISに関する詳細は、
http://www.microsoft.com/technet/prodtechnol/windowsserver2003/library/ServerHelp/
c62e5951-5eb9-42f1-95ae-490e5d7a5551.mspxにあるMicrosoft RISのマニュアルを参照して
ください。

Windows RISサーバーの設定は、次の作業で構成されています。

� 50ページの「Windows RISサーバーを設定する」
� 53ページの「管理可能なサーバーで BIOS Boot Orderを設定する」
� 52ページの「Windows RISサーバーでWindowsイメージを設定する」

� Windows RISサーバーを設定する
WindowsRISサーバーには、Windows 2003 Enterprise Edition 32ビット版 Service Pack 1をイン
ストールします。

プロビジョニングする各Windowsオペレーティングシステムのイメージに対して、サイ
ズが 800MバイトのNTFSパーティションを作成します。WindowsOSのイメージのパー
ティションは、1つのドライブ、またはC:ドライブ以外の論理パーティションに置くよ
うにします。N1 SystemManagerを設定するときに、パーティション情報を求められま
す。
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注 –すでに Service Pack 1のないWindows 2003 Enterprise Edition 32ビット版が動いているマ
シンがある場合、サーバーにはWindows 2003 Service Pack 1だけをインストールできま
す。Microsoft Knowledge BaseArticle #891128
(http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;891128)を参照してくださ
い。

RISサーバーにActiveDirectory Serverをインストールし、設定します。

RISサーバーにActive Directory Serverソフトウェアをインストールしている間、RISサー
バーをドメインコントローラーとして認識します。Active Directory Serverの詳細について
は、Microsoft Knowledge BaseArticle 324753
(http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;324753)を参照してくださ
い。

RISサーバーにRISサーバーソフトウェアをインストールし、設定します。

詳細は、Microsoft Knowledge BaseArticle 325862
(http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;325862)を参照してくださ
い。

注 –RISサーバーをインストールしている間、RISサーバーにWindows 2003 x64
Risetup.exeイメージ、またはWindows 2003 Service Pack 1 x86 Risetup.exeイメージを追
加します。

RISサーバーに最初にアップロードされたイメージが、Windows Server 2003 SP1 RISETUP
のイメージである場合は、新しいOSチューザスクリーン (x8664.osc )はデフォルトでRIS
サーバーにコピーされます。

最初にWindows Server 2003 SP1のイメージが追加されたときに、すでにRISサーバーに
WindowsOSイメージがある場合は、インストールして新しいスクリーンをインストール
するときに、OSチューザスクリーンを上書きする (またはバックアップして上書きする)
かどうかを選択する必要があります。Microsoft Knowledge BaseArticle #891128
(http:// http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;891128)を参照して
ください。

RISサーバーにCygwin©をインストールし、n1smsshユーザーで、RISサーバーのWindows
2003にOpen Secure Shell Service (OpenSsh service)を設定します。

詳細については、CygwinのホームページおよびOpen SshのWindowsインストール手順を
参照してください。すでにあるCygwinパッケージの削除について
は、http://cygwin.com/faq/faq_2.html#SEC20を参照してください。

Cygwinのインストールソースは、インストールメディアのWindowsディレクトリにあり
ます。
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� Windows RISサーバーでWindowsイメージを設定
する

管理者のアカウント、または管理者権限のあるアカウントを使ってWindowsRISサーバー
にログオンします。

CDまたはネットワーク共有からRISサーバーCIFSに、Windowsディストリビューションを
コピーします。

RISサーバーで、RiSetup.exeユーティリティーに -addオプションを使用して、CDまた
はネットワーク共有からRISサーバーのCommon Internet File System (CIFS)共有に、
Windowsディストリビューションをコピーします。

注 – RISイメージの作成中に、 risetupウィザードで「Keep the old existing OSC files」オプ
ションを必ず選択するようにしてください。

WindowsディストリビューションをRISサーバーへコピーするときに、適切なWindows
のドライバが自動的にコピーされます。他のドライバをディストリビューションに追加
するには、ドライバをRISサーバーのスクリプトディレクトリにコピーします。

RISイメージを作成するのに、Microsoft Developers Network (MSDN) Combination CDを使
用しないでください。RISイメージの作成は失敗し、Microsoft Knowledge BaseArticle
#300556 (http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;300556)に記述され
ているエラーメッセージを受け取ることになります。この問題を解決するには、作成さ
れるOSイメージのリテールバージョンを使用してください。

サービスパックを統合したWindowsのディストリビューションのRISイメージを作成す
るには、次に示す各手順に従ってください。

� サービスパックをバンドルしたRISイメージの作成方法は、Service Pack 3 Installation
andDeployment Guide forWindows 2000 Server editionに説明されています。他のOSバー
ジョンのサービスパックについても、Microsoftのマニュアルに同じような手引きがあ
ります。

� 最新のWindows 2000のサービスパックを入手する方法は、Microsoft Knowledge Base
Article #260910に説明されています。

RISイメージを作成するのにサービスパックをダウンロードする場合には、Windows
Service Pack Express/Networkのインストールで「Network installation」オプションを選
択します。Windows 2000 Service Pack 3のダウンロード処理
は、http://www.microsoft.com/Windows2000/downloads/servicepacks/sp3/download.aspx

に説明されています。他のOSバージョンのサービスパックについても、Microsoftの
マニュアルに同じようなダウンロードページがあります。
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(省略可能)WindowsOSの英語以外のバージョンをプロビジョニングする場合は、RISサー
バーにイメージを設定するときに、追加の設定が必要です。

基本的には、Englishパスにファイルを保持することを前提としています。この問題を解
決するには、他の言語のファイルを Englishパスにコピーします。

a. OSチューザファイルがあるディレクトリに移動します。

次に例を示します。

% cd RemoteInstall\OSChooser

b. その言語のディレクトリから Englishディレクトリにファイルをコピーします。

次に例を示します。

% copy -r Japanese English

これで、母国語で書かれたインストールスクリーンを含む、
RemoteInstall\OSChooser\Englishディレクトリが作成されます。インストール中に
RISソフトウェアがデフォルトの Englishパスを調査したときに、英語以外のOS
チューザスクリーンを表示します。

� 管理可能なサーバーでBIOS Boot Orderを設定する
Windowsオペレーティングシステムが、各ターゲットの管理可能なサーバーでサポート
されていることを確認します。Windowsオペレーティングシステムをサポートする管理
可能なサーバーの一覧は、表 2–6を参照してください。

次の順序で、ターゲットホスト上のBIOS設定を設定します。

a. ハードディスクからのブート

b. ネットワーク (PXE対応)からのブート

c. CDからのブート

d. フロッピーディスクからのブート

ターゲットホストのPXEネットワークブートのプライマリNICMACアドレスと、Globally
Unique Identifier (GUID)の値を識別します。

GUIDは、ターゲットホストの BIOS設定、または次のそのほかのソースのいずれかから
取得できます。

� コンピュータケース側のラベル。

� コンピュータケース内のラベル。

� クライアントコンピュータの BIOS。
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� クライアントコンピュータからのネットワークトラフィック。ネットワークユー
ティリティーを使用すると、ネットワークトラフィックをスニッフし、DHCPDiscover
パケットを特定できます。そのフィールドには、128ビット (16バイト)のGUID、ま
たは 128ビットのUniversally Unique IDentifier (UUID)を含んでいます。

注 –GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要があります。
ここで dは 16進数文字です。たとえば {921FB974-ED42-11BE-BACD-00AA0057B223}のよう
になります。クライアントGUIDの有効なエントリは、0から 9の数字、小文字のアル
ファベット文字、大文字のアルファベット文字、およびダッシュに制限されています。

注意 –スペース、アンダースコア、およびそのほかの特殊記号はGUIDやUUIDでは使用
できません。
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管理サーバーへのOSのインストールと
設定

この章では、SunN1 SystemManagerの管理サーバーにオペレーティングシステムをイン
ストールし、設定する手順を示します。

次の内容について説明します。

� 55ページの「管理サーバーへの Solaris OSのインストール」
� 57ページの「管理サーバーへのRedHat Enterprise LinuxOSのインストール」
� 59ページの「管理サーバーの設定」

管理サーバーに適切なオペレーティングシステムを確実に選択するために、表 2–2を参
照してください。

管理サーバーへの Solaris OSのインストール
この節では、管理サーバーへの Solaris OSのインストールと設定の手順を示します。管理
サーバーにN1 SystemManagerシステムソフトウェアをインストールする前に、Solaris OS
をインストールする必要があります。

この節の内容は次のとおりです。

� 55ページの「Solaris OSディスクドライブに関する注意事項」
� 56ページの「Solaris OSインストールの要件」

Solaris OSディスクドライブに関する注意事項
Solaris OSは、パーティションやデータがない空のハードドライブにインストールする必
要があります。ハードドライブにパーティションがある場合は、パーティションを削除
してからインストールを行います。

次の表に、SPARCおよび x86アーキテクチャーの管理サーバーのパーティション情報を
示します (72Gバイトのハードドライブの場合の最小要件)。
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表 3–1Solarisの管理サーバーのパーティション

パーティション Mバイト

swap システム全体のRAMの 2～ 3倍、または 4Gバイ
トのどちらか大きいほう

/ 残りすべての容量

注 –プロビジョニングを行うディストリビューションごとに 3Gバイトの容量を割り当て
ます。必要な場合は、管理サーバーのハードドライブの容量を増やしてから作業を継続
します。

Solaris OSインストールの要件
完全な Solarisディストリビューションを管理サーバーにインストールします。適格な
Solarisのオペレーティングシステムの一覧は、18ページの「管理サーバーの要件」を参
照してください。

管理サーバーに Solarisオペレーティングシステムをインストールする場合、次のことに
気をつけます。

� Solarisオペレーティングシステムをインストールする前に、管理サーバーにあるすべ
てのディスクのパーティションが削除されていることを確認します。

� インストールの種類を選択する画面が表示されたら、「Custom Install」を選択しま
す。

� Ethernetのポートを選択する画面が表示されたら、選択した参考のアーキテクチャー
に応じて、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイの値を割り当てます。

� ソフトウェアグループを選択する画面が表示されたら、「Entire Group Plus OEM」を
選択します。

� 使用するディスクを選択する画面が表示されたら、使用可能なすべてのディスクを選
択します。

� ファイルシステムのレイアウトを設定する画面が表示されたら、次のことを実行しま
す。

– swapおよび / (root)を除いたすべてのパーティションを削除します。
– swapパーティションに、システム全体のRAMの 2～ 3倍、または 4Gバイトのう
ち大きいほうのサイズがあることを確認します。

– 残りのすべての空き容量を、 / (root)に割り当てます。

管理サーバーに Solaris 10をインストールした後は、次のことに気をつけます。

� ALOMの管理可能なサーバーを管理するのに、N1 SystemManagerの内部メールサービ
スを利用する代わりに、管理サーバーにメールサービスをインストールすることを選
択した場合:

管理サーバーへの Solaris OSのインストール
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– Solaris OSインストールのComplementary CD-ROMからSFWimapパッケージをイン
ストールします。

– 『SunN1 SystemManager 1.2サイト計画の手引き』の「管理サーバーのメールサー
ビスとアカウントの設定」の説明に従って、メールサービスを設定します。

ALOMの管理可能なサーバーに関する情報は、表 2–5を参照してください。
� SPARCの管理可能なサーバーを管理する場合は、60ページの「管理サーバーの FTP
を有効化」の説明に従って、FTPを有効にします。SPARCの管理可能なサーバーに関
する情報は、表 2–5を参照してください。

� SPARCの管理可能なサーバーを管理する場合、61ページの「/etc/hostsファイルの
更新」の説明に従って /etc/hostsファイルを更新します。

管理サーバーへのRedHat Enterprise Linux OSのインス
トール

この節では、管理サーバーへの LinuxOSのインストールと設定の手順を示します。管理
サーバーにN1 SystemManagerシステムソフトウェアをインストールする前に、LinuxOS
をインストールする必要があります。

この節の内容は次のとおりです。

� 57ページの「LinuxOSディスクドライブに関する注意事項」
� 58ページの「LinuxOSインストールの要件」

Linux OSディスクドライブに関する注意事項
Linuxは、パーティションやデータがない空のハードドライブにインストールする必要が
あります。ハードドライブにパーティションがある場合は、パーティションを削除して
から LinuxOSをインストールします。

次の表に、管理サーバーのパーティション情報を示します (72Gバイトのハードドライブ
の場合の最小要件)。

表 3–2Linuxの管理サーバーのパーティション

パーティション サイズ

/boot 102Mバイト

swap システム全体のRAMの 2～ 3倍、または 4Gバイ
トのどちらか大きいほう

/ 残りすべての容量

ハードウェアドライブが 72Gバイトより大きい場合:

管理サーバーへの RedHat Enterprise LinuxOSのインストール
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� swapに割り当てる容量は変更しません。
� 上記の容量を /bootに割り当てます。
� 残りの容量を / (root)に割り当てます。

Linux OSインストールの要件
管理サーバーに、完全な Linuxディストリビューションをインストールします。適格な
Linuxオペレーティングシステムの一覧は、18ページの「管理サーバーの要件」を参照
してください。

管理サーバーに Linuxをインストールする場合、次のことに気をつけます。

� Linuxオペレーティングシステムをインストールする前に、管理サーバーのすべての
ディスクのパーティションが削除されていることを確認します。

� RedHat Enterprise LinuxAS 4.0 Update 1以上をインストールする場合は、SELinuxを有
効にするか選択する画面が表示されたら、「無効」を選択します。N1 SystemManager
は、完全に有効な SELinuxをサポートしていません。

� ブートローダーの設定では、「GRUB」を選択します。
� パーティション情報の設定では、

– グラフィカルインストールモードでインストールしている場合、「自動パー
ティション設定」を選択します。

– テキストインストールモードでインストールしている場合、「choose
Autopartition」を選択します。

Linuxのパーティションをすべて削除するか、パーティションをすべて削除するか、
パーティションをすべて残すかを選択する画面が表示されます。「システムのすべて
のパーティションを削除」を選択します。パーティションの値が表示されます。

– boot、 swap、および / (root)以外のすべてのパーティションを削除します。
– swapパーティションに、システム全体のRAMの 2～ 3倍、または 4Gバイトのう
ち大きいほうのサイズがあることを確認します。

– 残りのすべての空き容量を、 / (root)に割り当てます。
� Ethernetのポートを選択する画面が表示されたら、選択した参考のアーキテクチャー
に応じて、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイの値を割り当てます。

� ファイアウォールの設定では、「なし」を選択します。

� パッケージのインストールの設定では、

– グラフィカルインストールモードでインストールしている場合、「インストール
するパッケージをカスタマイズ」を選択します。

– テキストインストールモードでインストールしている場合、「Customize software
selection」を選択します。

� インストールするパッケージセットの選択では、「Everything」を選択します。

管理サーバーへの RedHat Enterprise LinuxOSのインストール
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管理サーバーの設定
この節では、N1 SystemManager 1.3ソフトウェアをインストールする前に行う必要があ
る、インストール操作後の設定処理について記述します。

� 59ページの「国際対応の Perlモジュールのインストール」
� 60ページの「管理サーバーの FTPを有効化」
� 61ページの「/etc/hostsファイルの更新」

国際対応のPerlモジュールのインストール
どのようなロケールでも正確に機能することを保証するために、N1 SystemManagerには
Perlの version 1.5.3–16以上が必要です。ここでは、国際対応の Perlモジュールをダウン
ロードしてインストールする手順を説明します。

� 国際対応のPerlモジュールをダウンロードし、インストールする

N1SystemManager管理サーバーに rootでログインします。

Webブラウザを開き、perl-5.8.3-16.i386.rpmファイルをダウンロードするサイトにアク
セスします。

管理サーバーのあるディレクトリに、perl-5.8.3-88.4.i386.rpmファイルをダウンロード
します。

端末ウィンドウで、RPMファイルの保存先ディレクトリに移動します。

「rpm -i --force perl-5.8.3–16.i386.rpm」と入力して Perlモジュールをインストールし
ます。

管理サーバーでポート番号 162が使用されていないことを確認します。次の節を参照し
てください。

ポート番号162が使用されていないことを確認
N1 SystemManagerは、SNMPトラップ通知のために、ポート番号 162を排他的に使用す
る必要があります。ポート番号 162が、ほかのプロセスに割り当てられているかどうか
を確認するために、次の処理を行います。

� ポート番号162が使用されているか確認する

管理サーバーに rootでログインします。

1

2

3

4

5

次の手順

1
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「 grep 162 /etc/services」と入力して、ポート番号 162が割り当てられているか確認し
ます。

� コマンドプロンプトだけが返ってくる場合は、ポート番号 162はプロセスに割り当て
られていません。これ以上の操作は必要ありません。

� ポート番号 162が、管理サーバーのプロセスに割り当てられている場合、次のような
結果が表示されます。

� Solarisの場合:

# grep 162 /etc/services

snmpd 162/udp daemon name #daemon description

� Linuxの場合:

# grep 162 /etc/services

snmp 162/TCP #Simple Net Mgmt Proto

snmp 162/UDP #Simple Net Mgmt Proto

ポート番号 162を使用しているデーモンまたはアプリケーションを、無効にする必要
があります。デーモンを無効にするには、オペレーティングシステムのマニュアルを
参照してください。ポートを使用しているアプリケーションを無効にするためには、
アプリケーションのマニュアルを参照してください。

管理サーバーで FTPを有効にします。次の節を参照してください。

管理サーバーの FTPを有効化
SPARCの管理可能なサーバーを管理する場合は、管理サーバーで FTPサービスを有効に
する必要があります。

� Solarisの管理サーバーで FTPを有効にする

管理サーバーに rootでログインします。

コマンド「svcadm -v enable network/ftp」を入力します。

FTPサービスが有効になり、管理サーバーを再起動するとサービスが起動します。シス
テムを再起動したら、inetadmコマンドを使って、FTPサービスが起動しているかどうか
を確認できます。

# inetadm

enabled online svc:/network/telnet:default

enabled online svc:/network/nfs/rquota:default

disabled disabled svc:/network/echo:dgram

disabled disabled svc:/network/time:stream

enabled online svc:/network/ftp:default

2

次の手順

1

2
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/etc/hostsファイルを更新します。更新方法については、61ページの「/etc/hosts

ファイルの更新」を参照してください。

� Linuxの管理サーバーで FTPを有効にする

管理サーバーに rootでログインします

/etc/rc3.dディレクトリと /etc/rc5.dディレクトリの /etc/init.d/vsftpdファイルへの
シンボリックリンクを作成します。

次に例を示します。

# ln -s /etc/init.d/vsftpd /etc/rc3.d/S99vsftpd

# ln -s /etc/init.d/vsftpd /etc/rc5.d/S99vsftpd

FTPサービスが有効になり、管理サーバーを再起動するとサービスが起動します。シス
テムを再起動したら、psコマンドと grepコマンドを使って、FTPサービスが起動してい
るかどうかを確認できます。

# ps -eaf | grep ftp

root 3035 1 0 16:27 ? 00:00:00 /usr/sbin/vsftpd /etc/vsftpd/vsf

/etc/hostsファイルを更新します。次の節を参照してください。

/etc/hostsファイルの更新
管理サーバーの IPアドレスと名前を /etc/hostsファイルに追加する必要があります。IP
アドレスと名前を追加しなかった場合、SunN1 SystemManagerのインストールは失敗し
ます。

� /etc/hostsファイルを更新する

SunN1 SystemManagerの管理サーバーに、rootでログインします。

/etc/hostsファイルに、ループバックと管理サーバーのエントリがあることを確認しま
す。

a. 次のいずれかのループバックのエントリが /etc/hostsファイルにあることを確認しま
す。

127.0.0.1 localhost

または

127.0.0.1 localhost.localdomain localhost

次の手順

1

2

次の手順

1

2
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b. 管理サーバーとその IPアドレスのエントリがあることを確認します。次に例を示しま
す。

111.11.111.11 n1mgmt.domain n1mgmt.domain

111.11.111.11は管理サーバーの IPアドレス、n1mgmtは管理サーバーの名前、domainは
組織のドメイン名です。

/etc/hostsは次の例のようになります。

127.0.0.1 localhost.localdomain localhost

10.5.157.123 n1mgmt.company.com

c. /etc/hostsを保存して閉じます。

N1SystemManagerの管理サーバーを再起動します。

Mail Serverに関する注意事項
ALOMの管理可能なサーバーは、ホストのイベント通知をN1 SystemManagerに送信する
のに、メールサービスを使用します。

ALOMの管理可能なサーバーを管理する場合は、セキュリティー保護されたN1 System
Managerの内部メールサービスを使用するか、または任意の完全なメールサービスをイン
ストールして、設定してから使用します。

注意 –イベントの通知に外部のメールサーバーを使用すると、N1 SystemManagerを中間者
攻撃、サービス妨害攻撃、およびそのほかの外部のセキュリティーリスクにさらすこと
になります。

� セキュリティー保護されたN1 SystemManagerの内部メールサービスには、設定やイ
ンストールは必要ありません。ただ一つ必要なことは、ポート番号 25が有効で、
ポート番号 25が管理サーバーで使用中でないということです。

� 任意のメールサービスを使用する場合は、『SunN1 SystemManager 1.2サイト計画の手
引き』の「管理サーバーのメールサービスとアカウントの設定」の説明に従って、
メールサービスを設定します。

ALOMの管理可能なサーバーに関する情報は、表 2–5を参照してください。

3
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Sun Fire V20zおよび V40zのその他の構成
例

次の論理ポート図に示すように、Sun Fire V20zとV40zのサーバーには、SP0と SP1の 2つ
の管理ポートがあります。

SP0

ETH0

ETH1 SP1

Sun Fire V20zとV40zのサーバーは、次のいずれかの方法でスイッチに接続できます。

� 直接接続:
各サーバーの SP0ポートを、管理ネットワークのスイッチに直接接続します。した
がって、スイッチには、サーバーごとに 1Mビットのポートが必要です。

� デイジーチェーン:
– 1台目のサーバーの SP0ポートをスイッチに接続します。
– 1台目のサーバーの SP1ポートを、2台目のサーバーの SP0ポートに接続します。
– 2台目のサーバーの SP1ポートを、3代目のサーバーの SP0ポートに接続します。
以降、同じように接続します。

ヒント –安定したパフォーマンスを確保するため、Sun Fire V20zまたはV40zアーキテ
クチャーマシンのデイジーチェーン接続は 5台以内にします。Sun Fire V20zまたは
V40zの管理ポートマシンが 6台以上ある場合は、5台単位のクラスタでマシンをデイ
ジーチェーン接続します。

したがって、スイッチには、5台の Sun Fire V20zおよびV40zのサーバーで構成される
グループごとに 1Mビットのポートが 1つだけ必要です。

次の図に、Sun Fire V20zまたはV40zのデイジーチェーン接続による構成を示します。

A付 録 A
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VLAN

VLAN
ETH0

ETH1

ETH2
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ETH0
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 1

SP1

SP0

ETH0
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10/100/1000

10/100/1000

10/100

SP0

ETH0
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 4

SP1

SP0

ETH0

ETH1

 5

SP1

SP0
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ETH1

 3

SP1

DHCP

RIS

図 A–1デイジーチェーン接続した 5台の SP管理可能なサーバーと 1台のスイッチ

Sun Fire V20zおよび V40zのその他の構成例
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